
 

報 道 資 料  
平成 28 年５月 26 日 

 

西原文書[にしはらもんじょ]の展示について（情報追加） 

 
永禄 7（1564）年正月、小金城主高城氏は、市川に陣取る里見軍の動静を探ってい

ました。高城氏の知らせを受けた知将・北条氏康は、短期決戦を決意して市川国府台

へ殺到し、里見を打倒します。小金領（松戸・市川・流山・柏・鎌ケ谷などを含む地域）

の領主高城氏ならではの情報収集力を駆使し、小金領内での大合戦を勝利に導いたの

です。このような合戦直前の緊迫した状況がリアルに実感できる史料をはじめ、新た

に収蔵した戦国時代の貴重な古文書 10 点を、順次展示します（史料の劣化防止のため、

現在６点を展示しています）。 
なお 1 点 1 点の古文書の解説はもちろん、「文字探し」を楽しめるパネルも設けました。

さらに希望者には古文書の解読文・書き下
くだ

し文のリーフレットを無料配布しています。 
 
1.場  所 市立博物館 総合展示室内（一般の方は観覧料が必要です） 
 
2.日  時 平成 28 年 4 月 29 日から（平成 29 年 3 月 31 日までの予定） 
 
3.関連企画 ①6 月 12 日(日)13 時～ 学芸員講演会「西原文書の世界」  

於市立博物館講堂（当日受付） 
      ②9 月 9 日～11 月 18 日の隔週金曜日 18 時 30 分～20 時 30 分  

講座「戦国末期の史料を読む－西原文書の世界－」 
於女性センターゆうまつど（全 6 回／要事前申込) 

      ③平成 28 年度内  外部研究者（大学教授等）による関連講演会 
       於市立博物館講堂（要事前申込） 
 
４.西原文書取得に至る経緯 
平成  3 年  5 月   西原文書調査 
平成  5年  4月   市立博物館開館、西原文書を用いた映像展示公開（～現在も公開中）。 
平成  8 年 10 月   企画展示「小金城主高城氏」にて西原文書１点を借用･展示。 
平成 13 年 10 月   企画展示「中世の東葛飾」にて西原文書１点を借用・展示。 
平成 18 年 10 月   企画展示「戦国の城をさぐる」にて西原文書 5 点を借用・展示。 
平成 26 年 9 月     所蔵者の西原一夫氏より売却方法・売却先等の相談を受け、精査。 
平成 28年 2月 27日 博物館資料等選定評価委員会開催。購入及び購入価格に付き「適」。 
平成 28 年 3 月 25 日 契約締結。 
平成 28 年 4 月 11 日 美術品等取得基金より支出。 
 



 

 
５.添付資料 「別紙１」参照 
 

西原文書リスト 
    

 

No. 名称 
年月日 解読文

№ 西暦 和暦 月 日 

1 北条氏康書状 1564 永禄 7 1 4 1 

2 北条氏忠判物 1570 永禄 13 5 22  

3 今川氏真書状 1568 永禄 11 12 16 3 

4 今川氏真感状 1569 永禄 12 4 20 4 

5 北条家虎朱印状 1563 永禄 6 4 晦  

6 北条家虎朱印状 1564 永禄 7 5 10 2 

7 北条家虎朱印状 1565 永禄 8 2 2 5 

8 北条家虎朱印状 1565 永禄 8 2 10 6 

9 北条家虎朱印状 1571 元亀 2 4 10  

10 北条氏忠朱印状 1571 元亀 2 9 26  

 

 
 
 
 
 
 
 

【問い合わせ先】 
教）生涯学習部 市立博物館 ☎０４７－３８４－８１８１ 

 



松
戸
市
関
連
の
中
世
古
文
書
「
西
原
文
書
」
購
入
の
意
義
に
つ
い
て 

 

 

★
風
雲
急
を
告
げ
る
松
戸
そ
し
て
小
金
。
里
見
・ 

北
条
両
軍
は
、
国
府
台
へ
向
け
て
、
運
命
の
時 

を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
葛
飾
の
主
で 

あ
る
高
城
氏
と
そ
の
配
下
の
700
騎
に
お
よ
ぶ
家 

来
、
町
や
村
の
住
人
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
、 

重
要
な
意
味
を
持
つ
戦
い
だ
っ
た
・
・
・
。 

 

★
国
府
台
合
戦
直
前
の
情
報
戦
で
、
小
金
城
主 

高
城
氏
が
決
定
的
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
が
わ 

か
る
唯
一
の
史
料
で
す
。｢

市
川｣

に
陣
取
る｢

房 

州
衆｣

里
見
氏
の
動
静
は
、
武
田
信
玄
・
上
杉
謙 

信
に
匹
敵
す
る
知
将
北
条
氏
康
へ
「
江
戸
衆
・ 

高
城
」
が
「
数
度
申
し
越
す
」
と
逐
一
報
告
し 

て
い
ま
し
た
。
こ
の
情
報
を
も
と
に
氏
康
は
、 

｢

岩
付｣
太
田
氏
ひ
い
て
は
謙
信
と
連
携
す
る
以 

前
の
里
見
氏
を
急
襲
す
る
決
断
を
し
ま
す
。
2 

日
後
、
北
条
方
の
大
勝
利
に
終
わ
り
ま
す
。 

 

★
小
金
・
松
戸
・
市
川
と
も
、
当
時
は
「
小
金
領
」
と
い
う
高
城
氏
の
支
配
領
域
で
す
。
高
城
氏

は
領
内
の
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
領
内
で
の
大
合
戦
を
勝
利
に
導
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

★
国
府
台
合
戦
自
体
の
史
料
が
乏
し
い
中
、
松
戸
の
歴
史
に
と
っ
て
の
重
要
性
か
ら
、
平
成
５
年
の

市
立
博
物
館
開
館
以
来
、
常
設
展
示
で
は
こ
の
古
文
書
を
題
材
に
し
た
映
像
を
上
映
し
て
い
ま
す
。 

 

★
ま
た
土
豪
と
村
の
シ
ビ
ア
な
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
古
文
書
、「
松
戸
・
市
川
」
が
里
見
氏
に
攻

撃
さ
れ
た
事
件
と
連
動
す
る
武
田
信
玄
の
動
向
が
知
ら
れ
る
史
料
な
ど
、
5
点
の
古
文
書
は
当
館

で
借
用
し
、
展
示
会
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。 

 

★
こ
れ
ら
計
10
点
を
数
え
る
西
原
文
書
は
、
伊
豆
国
の
土
豪
を
先
祖
と
す
る
西
原
家
が
400
年
以
上

に
わ
た
っ
て
代
々
伝
え
て
き
た
、
稀
有
な
古
文
書
群
で
す
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
同
様
の
個
人
所
蔵

文
書
群
が
諸
般
の
事
情
か
ら
個
別
に
売
買
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
行
方
不
明
と
な
る
事

態
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
近
隣
で
は
、
最
後
の
小
金
城
主
高
城
胤
則
書
状
を
含
む
、
柏
市
の
染
谷

文
書
の
散
逸
（
他
の
一
点
を
除
い
て
行
方
不
明
）
の
例
が
あ
り
ま
す
。
古
文
書
群
は
、
一
つ
の
群
と

し
て
一
括
し
て
保
存
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

★
翻
っ
て
、
当
館
所
蔵
の
古
文
書
の
現
状
を
考
え
る
と
、
江
戸
時
代
（
近
世
）
の
古
文
書
が
寄
贈
・

寄
託
合
わ
せ
て
1000
点
を
超
え
る
の
に
対
し
、
中
世
の
そ
れ
ら
は
戦
国
時
代
の
み
の
5
点
に
過
ぎ
ま

せ
ん
（
寄
贈
4
点
・
寄
託
1
点
）
。
量
の
乏
し
さ
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。 

 

★
以
上
、
当
市
に
と
っ
て
の
当
該
史
料
の
重
要
性
、
当
館
の
史
料
収
蔵
状
況
、
ま
た
古
文
書
群
の

扱
わ
れ
方
の
大
原
則
な
ど
か
ら
鑑
み
て
、
西
原
文
書
を
10
点
を
一
括
購
入
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 



１ 西原文書を伝えた西原家について 

★西原家は伊豆国と相模国との国境近く、現在の静岡県田方郡函南町を本拠と

した戦国時代の土豪※です。家の歴史を伝えるもっとも古い史料が今回購入し

た 1560～1570 年代の古文書なので、同郡仁田郷（にったごう）などを本拠に、

小田原の大大名北条家に仕えて活躍した武士、と言えます。東葛飾郡よりも広

い小金領の領主高城氏と比べると規模は小さいですが、北条家の家来という点

では「同僚」です。 
★天正１８年（１５９０年）の豊臣秀吉襲来で北条家が滅ぼされると、西原氏は

現在の函南町で農業に転じ、江戸時代を通じて存続しました。 
★近代に入ってから、先代当主が函南町から沼津市へ移り、薬局経営に転じま

す。昭和２０年（１９４５年）７月１６日、資材や子どもたちを函南の家に疎開

する作業中に、ふと気付いた当時の当主が、西原文書10点を荷物に積みました。

翌１７日、米軍による沼津大空襲によって店は焼失します。 
※土豪：村の運営に関与する家柄で、同時に半農半武士的性格を持った存在。 

 

２ 展示計画 

第 1 期 平成 28 年 4 月 29 日～9 月 4 日（予定） 
1  北条氏康書状   (永禄 7-1564-年)1 月 4 日  
2  北条家虎朱印状  永禄 7(1564)年 5 月 10 日 
3  今川氏真書状   永禄 11(1568)年 12 月 16 日 
4  今川氏真感状   永禄 12(1569)年 4 月 20 日 
5  北条家虎朱印状  永禄 8(1565)年 2 月 2 日 
6  北条家虎朱印状  (永禄 8-1565-年)2 月 10 日 
 
第 2 期 平成 28 年 9 月 6 日～11 月 27 日（予定） 
7  北条氏忠判物   永禄 13(1570)年 5 月 22 日 
8  北条氏忠朱印状  (元亀 2-1571-年)9 月 26 日 
 
第 3 期 平成 28 年 11 月 29 日～平成 29 年 3 月 31 日（予定） 
1  北条氏康書状   (永禄 7-1564-年)1 月 4 日     
9  北条家虎朱印状  永禄 6(1563)年 4 月晦日 
10 北条家虎朱印状 元亀 2(1571)年 4 月 10 日 
 



１ 北条氏康書状 

2 北条氏忠判物 

３ 今川氏真書状 

４ 今川氏真感状 



５ 北条家虎朱印状 

6 北条家虎朱印状 

7 北条家虎朱印状 



9 北条家虎朱印状 

8 北条家虎朱印状 

10 北条氏忠朱印状 



西
原
文
書

解
読
文
と
書
き
下
し
文

1 

北
条
氏
康
書
状

（
永
禄
七
ー
一
五
六
回
i
年
）
正
月
四
日

（

盟

問

地

氏

）

（

市

川

市

）

（

さ

い

た

ま

市

）

一
房
州
衆
五
六
百
騎
ニ
て
市
川
ニ
陣
取
、
山
窟

（
太
田
氏
）
（
兵
滋
）

付
へ
兵
糠
送
侯
、

（
し
か
る
）
（
ね
だ
ん
）

然
一
一
値
多
ん
問
答
ニ
て
、

子5
レ
メλ
つ
指

（

の

び

）

（

て

）

（

た

か

ぎ

）

棟
候
、
此
時
打
間
取
所
由
、
江
戸
衆
＠
高
城
以
下

数
度
申
越
問
、
明
日
五
日
自
二
鴬
地
一
具
足
ニ
て
、

（
賊
兵
綴
）

腰
兵
線
乗
馬
一
一
付
、
各
懸
候
、
然
者
、
必
々
明
日

（

段

）

（

当

地

）

（

兵

総

）

査
以
前
ニ
蛍
地
へ
可
二
打
着
一
候
、
兵
殺
無
調
侯
者
、

蛍
地
ニ
て
可
レ
措
候
、
自
レ
一
万
三
日
用
意
ニ
候
問
、

陣
夫
一
人
も
不
二
在
連
一
候
、

人
数
馳
着
次
第
、

馬

上
ニ
て
鑓
を
持
、

（笠）

必
々
明

E
五
日
童
以
前
、

可
二
打
着
一
候
、

一
戦
儀
定
問
、
中
間
＠
小
者
な
り
共
、
達
者
之
者

共、

不
レ
残
可
二
否
連
一
候
、

土
産
＠
大
見
衆
へ
、
比
分
堅

可
一
一
申
遺
一
候
、

恐々
謹一一一一口、

正
月
四
日

（
北
条
）

氏
康

（
花
押
）

秩
父
殿

西
原
殿



1 

北
条
氏
康
書
状

（
永
禄
七
i

一
五
六
回
ー
年
）
正
月
四
日

※ 

「

／

〆

」

は
文
意
の
切
れ
目
で
す
。

付去房二

へ8担t
兵？宝）
糧t、
送
り

そ

侯2

（
市
川
市
）
じ
ん
ど
〈
さ
い
た
ま
市
）

六
百
鱗
に
て
市
川
に
陣
取
り
、
山
活

徳

川

以

も

ん

ど

う

し
か
る
に
ね
た
ん
問
答
に
て
、

今
に
指
し

掠
び
候
、

こ
の
時
打
ち
て
取
る
所
の
よ
し
、

す

う

ど

あ

い

だ

数
度
申
し
越
す
問
、

（
江
戸
城
述
山
氏
）

江

戸

衆

た
か
ぎ
（
小
金
城
主
）

＠
高
城
以
下

〈

小

問

以

城

カ

）

ぐ

そ

く

明

日

五

日

当

地

よ

り

具

足

に

て

、

こ
し
び
ょ
う
ろ
う
の
り
う
ま

腰
兵
糧
を
乗
馬
に
付
け
、

（
駆
け
）

お
の
お
の
懸
け
候
、

し
か
ら
ば
、

必
々
明
日

（
小
図
版
域
カ
〉

昼
以
前
に
当
地
へ
打
ち
着
く
べ
く
候
、

ひ
ょ
w

つ
ろ
う
ぶ
ち
ょ
う

兵
糧
無
調
侯
わ
ば
、

（
小
泊
源
域
カ
）

当
地
に
て
借
る
べ
く
候
、

あ
い
だ

も
と
よ
り
三
日
用
意
に
侯
関
、

じ
ん
ぷ

陣
夫
一
人
も
召
し
連
れ
ず
候
、

人
数
馳
せ
着
き
次
第
、

潟ば

上
に
て
鑓
を
持
ち
、

必
々
明
日
五
日
昼
以
前
、

打
ち
着
く
べ
く
候
、

共｛ーな
戦史
儀3
定喜
む
る

間C
中3
関f
小
者
な
れ
共
、

た

っ

し

ゃ

も

の

達
者
の
者

残
ら
ず
召
し
連
る
べ
く
候
、

土
屋
＠
大
見
衆
へ

こ
の
分
盤
く

っ
か
わ

申
し
遣
す
べ
く
候
、

恐
々
謹
一
一
呂
、

正
月
四
日

（
北
条
）

氏
藤

（
花
押
）

秩
父
殿

西
原
殿



2 

北
条
家
虎
朱
印
状

永
禄
七
（
一
五
六
回
〉
年
五
月
十
日

為
二
増
給
米
一
弐
拾
俵
、
被
レ
下
候
、

（
凶
附
郎
氏
カ
）

従
二
来
秋
一
、
仁
田
郷
善
右
衛
門
尉

代
官
所
之
内
を
以
、
前
引
一
一

可
一
一
組
問
取
一
之
、可

走？向？
；後i

廻~－ 0 

き弥己

由鑑）

被一

抑
出

候

無
沙
汰
一
、

侃
如
レ
件
、

永
禄
七五伊

丹;r'fl
十
日

（
虎
朱
印
）
大
草
左
衛
門
大
夫
奉

西
原
源
太
殿

3 

今
川
氏
真
書
状

永
禄
十
一
（
一
五
六
八
〉
年
十
二
月
十
六
日

〈
織
間
市
）

就
二
今
度
駿
府
錯
乱
一
、

懸長

河号

域
江
棺
移
之
処
、
西
原
善
衛
門
尉

有
一
一
関
心
・
、
捨
一
一
身
命
一
、
令
一
一
馳
走

之
段
、
無
一
一
比
類
一
候
、
本
意
之

上、

（
こ
の
む
ね
）
〈
北
条
）

比
皆
氏
康
へ
可
二
申
立
一
候
、

恐
々
謹
一
一
呂
、

十
二
月
十
六
日

氏
真

（
花
押
）

西
原
源
太
殿



2 

北
条
家
虎
朱
印
状

永
禄
七
（
一
五
六
回
）
年
五
月
十
日

※
「
／
」

は
文
意
の
切
れ
目
で
す
。

増
給
米
と
し
て
二
十
俵
、
下
さ
れ
候
、

来
秋
よ
り
、
仁
田
郷
諮
問
右
衛
門
尉

代
官
所
の
内
を
も
っ
て
、
前
引
き
に

こ
れ
を
誇
け
取
る
べ
し
、

き
ょ
う
こ
う

向
後
い
よ
い
よ

無
沙
汰
な
く
、
走
り
廻
る
べ
き
よ
し
、
仰
せ
出
さ
れ
候
、

よ
っ
て
件
の
ご
と
し
、

永
禄

五主
月cf-'fl 

十
日

（
虎
朱
印
）
大
草
左
衛
門
大
夫
奉

西
原
源
太
殿

3 

今
川
氏
真
書
状

永
禄
十
一
（
一
五
六
八
〉
年
十
二
月
十
六
日

※
「
／
」
は
文
意
の
切
れ
自
で
す
。

こ
の
た
び
綾
府
錯
乱
に
つ
き
、

懸長

河き

域
へ
あ
い
移
る
の
と
こ
ろ
、

西
原
善
衛
門
尉

関
心
あ
り
て
、
身
命
を
捨
て
馳
走
せ
し
む
る

の
段
、

比
類
無
く
候
、

／

本

意

の

む
ね
（
北
条
）

上
、
こ
の
旨
氏
康
へ
申
し
立
つ
べ
く
候
、

恐
々
謹
一
一
呂
、

十
二
月
十
六
日

氏
真

（
花
押
）

西
原
源
太
殿



4 

今
川
氏
真
感
状

永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
四
月
二
十
日

去
五
呂
、

（
泌
州
市
）

於
↓
一
本
宮
山
一
、

（
つ
く
・
し
）

喝
一
一
粉
骨
二
無

比
類
一
走
廻
、
蒙
レ
庇
之
段
、
感
悦
之
至
也
、

（

い

よ

い

よ

）

（

当

械

）

（

励

）

弥
於
二
嘗
城
一
、
可
レ
被
レ
働
一
一
忠
節
一
者
也
、
仇
如
レ
件
、

永
禄
十
二
年卯

月
廿
日

氏
真

（
花
押
）

西
原
源
太
殿

5 

北
条
家
虎
朱
印
状

永
禄
八
（
一
五
六
五
）
年
二
月
二
日

壱
疋

坂
間
郷

陣
夫
被
レ
下
事

右
、
近
年
、
為
一
一
放
衆
犬
二
雄
二

大
藤
田
心
給
被
一
下
、
陣
夫

〈
わ
び
ご
と
）

無
レ
之
由
、
御
詫
一
一
一
一
同
申
上
ニ

（
て
）
（
こ
の
む
ね
）

付
市
、
此
旨
一
レ
下
候
、
自
ニ

（

当

審

）

（

げ

ん

ぷ

）

嘗
春
一
、
以
一
一
現
夫
一
可
一
一
一
倍

使
一
者
缶
、
仇
如
レ
件
、

乙
丑一

一
月
二
日

（
虎
朱
印
）

幸
田
与
三
奉

西
原
源
太
殿



4 

今
川
氏
真
感
状

永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
四
月
二
十
員

去
ん
ぬ
る
五
日
、

本（
J 掛

呂型
山と

お
し1

て

ふ
ん
こ
つ
つ
く

粉
骨
を
喝
し
、

比
類
無
く
走
り
廻
り
、

き

ず

こ

う

む

戒
を
蒙
る
の
段
、

感
悦
の
至
り
な
り
、

（
脱
抑
制
川
城
〉

い
よ
い
よ
当
域
に
お
い
て
、

※

「

／

」

忠
節
に
励
ま
る
べ
き
も
の
な
り
、

永
禄
十

卯年
月
サ
日

（
今
川
）

氏
真

（
花
押
）

西
原
源
太
殿

5 

北
条
家
虎
朱
印
状

永
禄
八
〈
一
五
六
五
）
年
二
月
二
日

陣
夫
下
さ
る
事

壱
疋

坂
間
郷

／ 

は
な
ち
し
ゅ
う
ぶ
？

右
、
近
年
放
衆
夫
と
し
て
、

だ
い
と
う

大
藤
関
心
給
を
下
さ
る
と
い
え
ど
も
、

陣
夫

お
わ
び
ご
と

こ
れ
無
き
よ
し
、
御
詫
言
申
し
上
ぐ
る
に

む
ね

付
き
て
、
こ
の
旨
下
さ
れ
候
、

当
春
よ
り
、
現
夫
を
も
っ
て
召
し
使
う
べ
き

も
の
な
り
、

よ
っ
て
件
の
ご
と
し
、

乙
丑二

月
二
日

（
虎
朱
印
）

幸
田
与
三
奉
ず

西
原
源
太
殿

※

「

／

」

は
文
意
の
切
れ
目
で
す
。

／
よ
っ
て
件
の
ご
と
し
、

は
文
意
の
切
れ
自
で
す
。
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北
条
家
虎
朱
印
状

〈
永
禄
八
z

一
五
六
五
s
年
〉
二
月
十
日

今給近
度銭年
御♀之大定

馬iぎぷ
苅百Iわー－ ,, ... 、）

＝~ 戸寄3
夫会主主子：

銭Z衆立

丸2

而2

F 如
出三
....... :;:::: フ乙
吉 5来

夫ミ

無
レ
之
関
、

（
ご
い
ん
ぱ
ん
〉

御
印
判
を

被
レ
遺
侯
処
、
自
一
一
前
々
一
夫

銭
を
出
由
に
候
欺
、
永
代

夫
銭
に
て
可
レ
出
出
御
印
判

有
レ
之
者
、

〈
す
な
わ
ち
）
〈
ひ
ら
・
き
）

則

披

可

レ

申

、

（
む
ね
）

之
旨
一
儀
、

〈
じ
ん
と
う
）

人
頭
を
可
ニ
押
立
一
由
、

（
き
っ
と
）
（
げ
ん

被
ニ
仰
出
一
候
、
急
度
以
こ
現

ぷ

）

（

は

し

・

り

／

め

ぐ

・

る

）

夫

一

、

可

二

走

廻

一

者

也

、

〈
く
せ
ご
と
）

為
二
曲
事
一
問
、

為
レ
無
二
証
拠
一
出
向
二
御
印
判

仇
状

n
u
L
L
1

、

’
ヌ
レ
立
i

丑

月
十
日

（
虎
朱
印
）

幸
田
与
三
奉

坂
間
郷代

官
百
姓
中



6 

北
条
家
虎
朱
印
状

〈
永
禄
八
E

一
一
本
六
五
＝
年
）
二
月
十
日

こ給近
の 銭 年
たの大京
び方藤与
御号に寄古
馬雲表3子宇
廻守容ん衆t
〆7、、 ちぞ’ 、、

陣じ出
夫会す：

こ
れ
無
き
の
問
、

一
元
来
の
ご
と
く
、
夫

ま

る

む

ね

ご

い

ん

ぱ

ん

丸
に
て
出
す
べ
き
旨
、
御
印
判
を

遣
わ
さ
れ
侯
と
こ
ろ
、
前
々
よ
り
夫

銭
を
出
す
よ
し
に
侯
か
、

永
代

夫
銭
に
て
出
べ
き
よ
し
の
御
印
判

こ
れ
有
ら
ば
、
す
な
わ
ち
披
き
申
す
べ
し
、

証
拠
無
く
し
て
御
印
判

む
ね

の
旨
に
背
く
の
儀
、
く
せ
ご
と
た
る
の
あ
い
だ
、

じ
ん
と
う

人
頭
を
押
し
立
つ
べ
き
よ
し
、

げ
ん

仰
せ
出
さ
れ
候
、
き
っ
と
現

夫
を
も
っ
て
、
走
り
廻
る
べ
き
も
の
な
り
、

件
の
ご
と
し
、

丑

丹
十
日

（
虎
朱
印
）

幸
田
与
三
奉

坂
間
郷

代
官

百
姓
中

※

「

／

」

よ
っ
て
状

は
文
意
の
切
れ
目
で
す
。
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